
（ 案 ） ピースくまもと第１号
令和２年８月 日

熊本市長 大西 一史 様

ピースくまもと設立準備事務局会代表 小山 和作

「熊本に戦争と平和のミュージアム」設立に向けての活動支援のお願い

盛夏の候、貴職におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
かねてより本会の「戦争の実相」と「平和の尊さ、大切さをつたえる」諸活動につき

ましてご支援、ご協力をいただきお礼申し上げます。

さて、本会は、平成３０年５月１３日「熊本に戦争と平和のミュージアム“ピースく
まもと（仮）”設立」をめざし発足し、次の三本の柱を設け二年間活動を行ってきました。
一 「熊本空襲」を調査・記録し、未来に継承する
二 熊本の戦争の歴史とその遺産から平和を学ぶ
三 次の世代が「学び！ 体験し！ ヒトに伝える！
本会活動の原点は、熊本が明治１０年の西南戦争を経験し、そこから生まれた博愛社

はその後の「日本赤十字社」の創設に関わった平和活動発祥の地でもあることからです。

本年は、先の大戦が終わり平和な社会となって「戦後７５年」節目の年です。
戦後生まれが国民の約７割を占める中、戦争は歴史のなかの出来事として「風化」が

加速しています。それでも県内には戦争に関わる多くの遺跡が残り、新たに昭和２０年
８月１０日熊本大空襲の写真が本会活動のなかから発見されました。国連が提唱するＳ
ＤＧsの１６項目「平和と公正をすべての人に」に示す、世界の平和に向けて、持続可能
な社会の実現がさらに求められいるところです。

本会ではミュージアム設立に向けて、次の段階として今年度末に「熊本に戦争と平和
のミュージアム設立を呼びかける会（仮）」設立を、目指しています。つきましては、本
会活動について幅広いご支援をいただきたく以下の項目についてお願い申しあげます。

記

１ ピースくまもと設立準備事務局会会議等へのオブザーバーとしての貴市職員派遣

２ 散逸しつつある戦時資料や消えゆく戦争証言についての情報交換と収集への支援

３ 熊本市民への本会活動の紹介

連 絡 先

ピースくまもと設立準備事務局会 髙谷 和生

自 宅 〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５

個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８

Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
https://kumamoto-senseki.net/peace-kumamoto/



（ 案 ） ピースくまもと第２号
令和２年８月 日

熊本県知事 蒲島 郁夫 様

ピースくまもと設立準備事務局会代表 小山 和作

「熊本に戦争と平和のミュージアム」設立に向けての活動支援のお願い

盛夏の候、貴職におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
かねてより本会の「戦争の実相」と「平和の尊さ、大切さをつたえる」諸活動につき

ましてご支援、ご協力をいただきお礼申し上げます。

さて、本会は、平成３０年５月１３日「熊本に戦争と平和のミュージアム“ピースく
まもと（仮）”設立」をめざし発足し、次の三本の柱を設け二年間活動を行ってきました。
一 「熊本空襲」を調査・記録し、未来に継承する
二 熊本の戦争の歴史とその遺産から平和を学ぶ
三 次の世代が「学び！ 体験し！ ヒトに伝える！
本会活動の原点は、熊本が明治１０年の西南戦争を経験し、そこから生まれた博愛社

はその後の「日本赤十字社」の創設に関わった平和活動発祥の地でもあることからです。

本年は、先の大戦が終わり平和な社会となって「戦後７５年」節目の年です。
戦後生まれが国民の約７割を占める中、戦争は歴史のなかの出来事として「風化」が

加速しています。それでも県内には戦争に関わる多くの遺跡が残り、新たに昭和２０年
８月１０日熊本大空襲の写真が本会活動のなかから発見されました。国連が提唱するＳ
ＤＧsの１６項目「平和と公正をすべての人に」に示す、世界の平和に向けて、持続可能
な社会の実現がさらに求められているところです。

本会ではミュージアム設立に向けて、次の段階として今年度末に「熊本に戦争と平和
のミュージアム設立を呼びかける会（仮）」設立を目指しています。つきましては、本会
活動について幅広いご支援をいただきたく以下の項目についてお願い申しあげます。

記

１ 散逸しつつある戦時資料や消えゆく戦争証言についての情報交換と収集への支援

２ 熊本県民への本会活動の紹介

連 絡 先

ピースくまもと設立準備事務局会 髙谷 和生

自 宅 〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５

個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８

Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
https://kumamoto-senseki.net/peace-kumamoto/


